












水面面積（m2） 17,500 30,000 34,000
吐口個数（箇所） 3 4 3
集水面積（ha） 226 69 32
昼夜人口（万人） 9.60 2.90 1.40






























































































S(τ) = S(0) ∗ ekf∗τ + (D0/Kf) ∗ [1− e−kf∗τ ] (1)















屋根 （mg/L） 1.49 0.25





























)(1 + ε) (5)
ε = 0.55(W − 1) (6)






















平均水量（m3） 21,760 44,400 63,900
平均水位（m） 1.24 1.48 1.88

















較・検討を行った．対象事例は 2013年 4月 6日（最大降
雨強度 75 mm/hr，総降雨量 108.5 mm）及び 2013年



































































































































































































































































































































































図-8 可動堰導入による 2015年の T-N濃度変化
表-6 2015年における判定値別の汚濁負荷量変化率
R3.0 R6.0 R9.0 R12.0
CSO（％） -53 +23 +80 +121
T-N（％） -87 -40 +19 +84


















（mg/L）とし，それぞれ CaseR3.0 ～R12.0 とした．
4. 水質シミュレーションの結果と考察



















































図-9 2015年 5月 13日における新見附濠の T-N濃度変化
表-7 2015 年 5 月 13日における水質改善策別 CSO 内の汚
濁負荷量変化
現状 貯留施設 可動堰 R6.0
CSO（*103m3） 18.8 17.7 27.2
T-N（kg） 4.77 4.15 8.72



























(3) 2015 年 5 月 13 日における計算結果








































現状 貯留施設 可動堰 R6.0
CSO（*103m3） 451 450 555
T-N（kg） 1270 1269 758





































CSO -0.1 ％ +23 ％
T-N -0.1 ％ -40 ％















































T-Nで 40 ％，T-Pで 35 ％であり，汚濁負荷量が大幅
に低減された．
以上の結果から，汚濁負荷量の低減策は貯留施設の
導入より雨水吐室への可動堰導入を講じた方がより高
い水質改善効果が得られると考えられる．
5. まとめと今後の課題
本研究は江戸城外濠におけるCSOの把握と汚濁負荷
量の算定を目的とし，先行研究で用いていたモデルを
改良した．また栄養塩類物質の低減策として貯留施設
と雨水吐室への可動堰導入を想定し，シミュレーション
を行った．本研究の結果と知見を以下に列挙する．
• OHAMをベースに水・物質動態をモデル化した
ことで，江戸城外濠への CSOをより詳細に算出
すること及びより外濠におけるより詳細な水質シ
ミュレーションが可能となった．
• 市谷加賀町に貯留施設をモデル化しシミュレー
ションを行ったところ，ファーストフラッシュの
影響を受けた降雨初期の汚水を貯留したことで，
汚濁負荷量の低減及び水質改善効果が見込めるこ
とが示唆された．
• 可動堰の運用方法として降雨強度に応じて堰を可
動させることを検討したが，下水道管内流量に応
じた運用方法と同程度の汚濁負荷量の低減効果を
確認し，その低減率は 35～40％程度であった．ま
た，可動堰導入策は貯留施設導入策よりも顕著な
汚濁負荷量の低減及び水質改善効果が見込めるこ
とを確認した．
• 可動堰導入策によってCSOの増加が確認され，外
濠に下水処理場への負荷の軽減，調節地としての
可能性があることが示された．
また，今後の課題を以下に列挙する．
• 構築したモデルは降雨規模の小さい事例や降雨初
期の再現性が低いため，粗度係数をより詳細に設
定する必要がある．また，CSOの算定において基
底流量を一定として計算しているため，時間に応
じて関数的に変化させるなどといった検討を行う．
• 本研究で用いているファーストフラッシュ現象を
再現する計算式は，降雨継続時間に応じて指数関
数的に汚濁負荷量が減少するとしているが，降雨
量の大小にも依存すると考えられるため，新たな
計算式を加える必要がある．
• 水位減少の再現性を高めるために新たな越流公式
の導入や修正が挙げられる．
• 堰を可動させる判定値として管内濃度と降雨強度
との関係性を明らかにしたが，無降雨期間におけ
る場合分けを行い，より厳密な判定値を求める必
要がある．
• 本研究では考慮していない他の水質改善策を再現
しシミュレーションを行う必要がある．またそれ
らの改善策における費用対効果を算定し，実施可
能性を考慮する．
• 本研究では環境影響評価指標として汚濁物質量の
低減量に着目したが，濠内の栄養塩類濃度に応じ
て発生するアオコを指標とし評価する．したがっ
て生態系モデルを導入すること，Chl-aの濃度変
動解析を行うことが挙げられる．
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